
ミ
ル
に
於
け

る
憤
値
並
に
貨
幣

の
観
念

大

泉

行

雄

一
、
開

題

二
、

ミ
〃
の
債
値
説
要
旨

三
、
批

列

四

、

ミ
即
の
貨
幣
概
念

五
、
貨

幣
の
債
値

西
暦
前

三
百
年

の
頃

、

ア

レ
キ
ず

ン
ド
リ
ア
の
地

に
、
命
名
隠

れ
な
き
幾

何
學
者
あ

う
。
人
呼

ん
で

ユ
ー
ク
リ

ッ

ド
と
言

ふ
。
其

の
著

「
幾

何
學
綱
要
」

の
第

一
編
第

五
命
題

は

コ
ニ
角

形

の
爾
邊
相
等

し
き

時
は
、
之

に
劉
す

る
角

も
亦
相
等

し
L
と
言

ひ
、
當
時

、
之

を
羅
明

す

る

≧

と
甚

だ

困

難
と

せ
ら
れ
、
依

つ
て
、
人

々
之
を
名
附
け

る
に

ミ
ル
に
於
け
る
債
値
並

に
貨
幣
の
観
念

四
四
五
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四
四
六

団
o
諺

9
ω
ぎ
o
≡
∋

(「
騙
馬

の
橋
」
の
意
)
を
以

て
せ
ム
と
傳

ふ
。
蓋
し
、
其

の
意
は
、
騙
馬

の
如
き
魯
鈍

な
る
者

の
渡

り
得

な

い
橋

の
義
で
あ

つ
て
、
專

ら
、
初
學
者

の
賢
愚
を
試
み
る
に
用

ひ
ら
れ
π
も

の
で
あ

る
と
言
は
れ
る
。

降

つ
て
+
九
世
紀

の
中
葉

、

ミ
ル
は
其

の
大
著

「
経
濟
學
原

理
」
を
公

に
し
π

の
で
あ

る
が
、
そ

の
中
、
地
代
を

論
じ
完
庭

に
於

て
、
地
代
論

は
、
實

に

「
経
濟
學

上

の

蜀
。
コ
。。
製ωぎ
。
≡
3

と

竜
稽

せ
ら
る
べ
き
竜

の
」

と
言

つ
π

の

で
あ

つ
尤
(註
}
)。
然
乍
、

ミ
ル
が
世
を
去

つ
て
五
十
蝕
年
後

の
今

日
、
之

を
観

れ
ば
、

ミ
ル
が

団
。
話

9
。・
ぎ
。
暑
ヨ

の

僻

を
呈
す

べ
か
り
し
は
、
地
代
論
で

は
な
く

て
、
寧

ろ
慣
値
論
で

は
な
か

つ
た
ら
う
か
。
少
く
と
も
筆
者

を
以

て
す

れ
ば
、
経
濟
學

上
の
債
値
論

こ
そ

、

】
つ
の

団
。
房

餌
。。写
o
「⊆
ヨ

を
形
造

つ
て
ゐ
る
も

の
と
信
ず

る
。
然

る
に
、
今
日
、

経
濟

理
論

の
中

で
、
極

め
て
重
大
な

る
部
分

を
戒

し
、
從

つ
て
叉
、
論
議

の
最

竜
錯
綜

し
て
居
る
領
値

の
問
題

に
就

て
は
、
や
が

て
明
に
す

る
如
く
、

ミ
ル
が
、
其

の
先
行
者

の
成
就
し
π
所

に
、
更

に
寄
與

し
だ
所

は
、
大
で
あ

る
と

言

ふ

こ
と
が
能

き
な

い
。
否
、
反

つ
て
寧
ろ
少
し
と
言

ふ
も
過
言
で

は
な

い
の
で
あ

る
。
此
の
事

は
、

ミ
ル
自
身

の

言
葉

に
依

つ
て
置
明
せ
ら

る

＼
所
で
あ

つ
て
、
「
経
濟
墨
原

理
」

の
慣

値
論
初
頭

に
於

て
、
「
幸

に
も

、
慣
値

の
法
則

に
關

し

て
は
、
現
在

(
一
入
四
入
年

)
及
び
將
來

の
學
者
が

、
更

に
開
拓
す

べ
き
除
地
更

に
存
在

せ
ず
。
憤
値

の
理

論

は
、
既

に
完
成

せ
ら
れ

て
居

る
。
僅

か
に
残
さ
れ
π
る
障
凝

は
、
理
論

の
實
際
的
適
用

に
於

て
生
ず

べ
き

困
難
を

豫
想
し

て
、
之
を
解
決

し
得

る
標

に
表
示
す

る
こ
と

の
み
で
あ
る
」
(註
二
)
と
明
言
し

て
ゐ
る

之
と
よ
ウ
す

る
も
察
知



す

る

と
と
が
能
き
や
う
。
從

っ
て
、

ミ
ル
の
領
値
説
の
中
よ
ム
、
特

に
新

ら
し
き
何
物
か
を
讃

者

の
前

に
捕

へ
出
す

之
と
は
不
可
能
な

こ
と
で
あ
う

、
叉
筆
者

は
其

の
事

を
さ
し
て
必
要

の
事

と

も
思
は
な

い
。
筆
者
が

、
此

の

一
丈

に

於

て
企
圖
す

る
所

は
、
正
統

派
経
濟
學

の
潮
流

に
て
、
集

大
成

者

の
立
揚

に
在

る

ミ
〃
が
、
慣

値
論

に
於

て
、
如
何

に
其

の
先
行
者

の
説
く
所

を
集
成

し
て
ゐ
る
か
を
明
か
に
せ
ん
と
す
る

こ
と
が
其

の

一
。
次

い
で
屡

々
過
渡

的
思
想

家
と
稽

せ
ら
る

＼
ミ
ル
の
領
値
説

は
、

ミ
ル
以
後

に
成
育

を
遽

げ
た
償

値
理
論

に
封

し
て
如
何

な
る
關
係

を
採

る
か

を
示
さ
ん
と
す

る
が
其

の

二
。
最
後

に
慣

値

の
問
題
と
密
接
な
る
關
連

に
立

つ
貨
幣

の
観
念

に
就
き

、

ミ
ル
の
説
く

所

の

一
斑

を
傳

へ
ん
と
す

る

こ
と
が
其

の
三
。
我

々
は
先

づ

ミ
ル
の
慣

値
観
念

よ
b
伺

ふ
で
あ
ら
う
。

(註
一
)

}・
ω
.
旨
ロ
"
午
ぽ
o凶笠
$
oh
男9
三
〇巴
国
8
ぎ
§
矯
(巴
犀
①伽
ず圃
》
・・巨
超
)唖
b⇔
内
・
口
"
9
.
×
<
ど
℃
.
お
炉

(註
二
)

H三
創
`
宰
ホ
9

二

ア

ダ

ム
・
ス

ミ

ス
は

周

知

の

如

く

、

財

の
憤

値

を
分

つ
て

、

使

用

債

値

(<
巴
器

ぎ

話
o
)
と

交

換

慣

値

(<
巴
器

冒

6
×
。
げ
雪

σq
。
)
と

の

二

と

し

、
前

者

は

、

特

定

の

財

が

有

す

る
敷

用

(q
二
一
一ぐ

)
に
基

き

、
後

者

は

、
そ

れ

に

依

つ

て
他

の

財

を

購

貫

す

る

力

(団
。
蓄

ε

な

舞

6
訂

。。
ぎ
㈹
)

に

基

く

も

の

で

あ

る
と

な

し

π

。

而

竜

、

ス

ミ

ス
は

更

に

論

じ

て

 ミ
ル
に
於
け
ろ
慣
値
並
に
貨
幣
の
観
念

四
四
七
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四
四
八

言

ふ
、
使
用
債
値
甚
だ
大
な
る
も
、
交
換
慣

値

の
僅
少
叉

は
皆
無

の
も

の
が
あ
う
、
之

に
反
し
て
、
交
換
慣

値
は
最

大
な

る
に
、
使
用
償

値

の
殆
ど
無

い
も

の
も
あ

る
と
。
前

者

の
例
と

し
て

ス
ミ
ス
は
水
を
基
げ

、
後

者
の
例
と

し
て

は
、
ダ
イ

ヤ
毛
ン
ド
を
畢
げ

て
居

る
(註
一
)。
然

る
に

ミ
〃
は
、
ス
ミ
ス
の
此

の
考
察

の
総

べ
て
に
勢
し

て
は
、

必
ず

し
も
賛
同
し
な

い
。
前
者

、
即
ち
使
用
債
値
大
な
る
に
も
不
拘

、
交
換
慣
値

の
殆
ど
無

い
揚
合
あ
る
は
、

ミ

ル
も
認

め
る
け
れ
ど
も
、
此
の
逆
に
就

て
は

ス
ミ
ス
と
見
解

を
異

に
す

る

の
で
あ

る
。

何
と
な
れ
ば

、
ミ

ル
に
於

て
、
敷
用
、

或

は
有
用
性

(口
。。。
津
言
①
ω。・)
と

は
、
人
間

に
劃
し
で
快
戚

(コ
$
ω葺
。)
を
與

ふ
る
も

の
で
あ

る
。
斯

く
観
れ
ば
、
人

が

ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
を
所
有
す

る

乙
と

は
、
之

に
よ

つ
て
何
等

か
の
快
戚
又

は
満

足
を
得

て
居
る
も

の
と
言
は
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。
換
言
す
れ
ば
、
使
用
慣
値
を
認

め
て
居

る
と

言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ

る
。
さ
れ
ば
、
交
換

償
値
甚
だ

大
な
る
に
竜
不
拘
、
使
用
慣

値

の
殆
ど
無

き

も

の

あ

う

と

言
ふ

ス
ミ
ス
の
考
は
、

ミ
ル
に
と

つ
て
は
矛

盾
と
言
は
ね
ば
な
ら
な

い
。
若

し
、
ス
ミ
ス
の
言
ふ
所
が
正
し
と
す
れ
ば

、
「
人

は
自

己
の
欲
望
を
満
足

せ
し

め
ん
と

て
或
財
を
求

め
ん
と
す

る
時
、
そ
れ

に
封

し
て
認

め
る
債

値
以
上
を
ば

、
提
供

す
る
」

と
言

ふ
背
理
を
導
く
に
至
る

(
註

二
)
。

携

て
、
経
濟

學
で
、
,輩

に
債
値
と
言
ふ
場

合
に
は
、
常

に
交
換
慣
値
を
指
す

も
の
で
あ

る
。
然

ら
ば
、
債

値
と
慣

格
と

は
如
何
な

る
關
係

に
立

つ
か
。

曰
く

「
債
値
及
び
慣
格
な
る
用
語

は
、
初
期

の
経
濟
學
者
間

に
は
涯
別
せ
ず

に



9

用

ひ
ら
れ
、

リ
カ

ーー
ド

ト
に
於

て
さ

へ
、
、
常

に
明
確
な
る
識
別
が
行
は
れ
た
6
と
は
言
は
れ
な

い
。
然

し
、
現
代

の

嚴

正
な

る
論
者

は
、

一
個
の
観
念

に
、
二
個

の
貴
重

な
る
科
學
的
用
語
を
濫
用
す

る
を
ば
避
け

る
た

め
、
慣
格
を
以

て
、
貨
幣

に
關

係
せ
し

め
π
る
慣
値
と
解
す

る
の
で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば

、
交
換

に
於

て
提
供

せ
ら

る

＼
貨
幣
量
で

あ

る
。
そ
れ
故
、
物

の
債
格
と

は
、
貨
幣

に
て
示

さ
れ
π
る
慣
値
と
観

ら

る

＼
。

而
し

て
、
軍

に
物

の
便
値
叉
は
交

換
憤

値
と
は
、
其

の
竜
の

＼
有
す
る

一
般

的
購
買
力
を
言

ふ
。
換

言
す
れ
ば

、
其

の
物

の
所

有
に
よ

つ
て
、
購
買
し

得

る
財

一
般
に
樹

し
て
有
す
る
支
配
力
を
言

ふ
の
で
あ

る
」
(註
三
、四
、五
)。

財
が
交
換
償

値
を
有
す
る
た

め
に
は
、

二
個

の
要
件
を
必
要
と
す
る
。
其

の

一
は
、
其

の
財
が
敷
用
を
有
す

る
乙

と
で
あ

り
、
其

の
二
は
、
獲
得

の
困
難
の
存

在
す

る
こ
と
で
あ

る
。
後
者

に
關

し
て
は
、
更

に
之
を
三

つ
の
揚
合

に

分

つ
て
観
察
す

る

乙
と
を
必
要
と
す

る
。

第

一
は
、
分
量

に
絶
封
的
制
限

の
存
す

る
時

、

第

二
は
、
資
本

・
勢
働

を
塘
加
す

る
乙
と

に
よ

つ
て
、
生
産
費

を
高

め
る

こ
と
な
く
再
生
産

し
得

る
揚

合
、

第

三
は
、
勢

働
と
資
本
と

を
壇
加
す

る
に

つ
れ

て
生
産

が
逓
減
的

な
る
場
合

、

即
ち
是
で
あ

る
。

、、

籾

て
第

一
の
揚

合

に
、
慣

値
を
愛
動

ぜ
し

め
る
原
因

は
、
需
要
と
供
給

と

の
關
係
で
あ

る
。
蝕

に
需
要
と

は
、
・
ア

ミ
ル
に
於

け
ろ
債
値
並
に
貨
幣
の
観
念

四
四
九

ρ
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四
五
〇

ダ

ム
・
ス
ミ
ス
が
言

つ
だ
様

に
、
購
買
力
を
件

っ
て
る
要
求

、
即
ち
有
効
な

る
需
要

(国
験
O讐
」騨
一
自
O
ヨ
"
5
α
)
を
指
す
。

か
く
て
、
需
要

・
供
給

の
何

れ
か

一
方
叉
は
双
方

に
憂

化

が
生
ず
れ
ば

、
領
値
は
從

つ
て
愛

動
し
、
需
要

・
供
給
が

相
適
合

す
る

一
黙

に
於

て
定

る
の
で
あ

る
。
領
値
憂

動
と
需
給
と

の
關
係

は
相
互
的
で
あ

る
。
需
給

の
不
均
衡

に
よ

つ
て
、
慣
値
艇

動
を
生
ず

れ
ば

、
此

の
愛
動

に
依

つ
て
定

う
だ

る
慣

値
は
ヌ
需

給
を
相
適

合
せ
し
む
る
か
ら
で

あ

る
。

さ
れ
ば

、供
給

に
絶
劉
的
制
限
あ

る
財

の
慣

値
法
則
は
、
ミ
ル
の
語
を
以

て
す

れ
ば
次

の
如
く

に
な
る
で
あ
ら
う
ー

「
今
需
要
と
供
給
と
の
間
に
不
均
衡
が
生
ず
れ
ば
、
競
孚
が
之
を
均
衡
な
ら
し
め
る
。
其

の
状
態
は
償
値
の
調
整

と
な
る
。
需
要
培
加
す
れ
ば
慣
値
上
り
、
需
要
減
少
す
れ
ば
償
値
下
る
。
之
に
反
し
て
、
供
給
減
少
す
れ
ば
領
値
上

ウ
、
供
給
増
加
す
れ
ば
償
値
下
る
。
斯
く

の
如
く
し
て
調
整
せ
ら
れ
π
る
償
値
が
、
不
均
衡
な
る
需
要
と
供
給
と
を
、

再
び
李
衡
黙
に
落
附
か
せ
る
の
で
あ
る
」
(註
六
)。

去
う
乍
ら
、
右
に
示
す
需
要

・
供
給
の
作
用
が
無

制
限
に
作
用
す
る
も
の
で
あ
る
と
考

ふ
る
は
早
計
に
失
す
る
。

如
何
な
る
揚
合
に
於

て
も
、

一
定

の
最
低
限
が
存
在
す

る
。
「
債
値
が
生
産
費
を
同
牧
し
、
同
時
に
通
常
、
期
待
せ
ら

る
＼
利
潤
を
生
ず
る
に
非
れ
ば
、
生
産

は
縫
績
せ
ら
れ
な

い
。
資
本
家

(
企
業
家

の
意
…
…
筆
者
註
)
は
、
損

失
を

敢

て
し
乍
ら
絶
わ
ず
生
産
を
績

け
て
は
行
か
ぬ
で
あ
ら
う
。
否
、
假
令
、
利
潤
あ
わ
と
す
る
も
、
そ
れ
が
生
計
を
支

ふ
る
に
足
ら
顧
揚
合
に
は
、
等
し
く
生
産

は
績
行
せ
ら
れ
な

い
の
で
あ

る
」
(註
七
)。

ミ
ル
は
此
の
限
界
た
る
債
値
を



●

ば

、

必
要

的

債

値

(
宕
。
。
。
。・
鋸
受

琶

話
)
と

名

附

け

る
。

第

二
の
場
合

は
、
生
産

費

を
高

め
る

こ
と
な
く

、
無

限

に
壇

加
せ
ら

る

＼
財

に
關
す

る
も
の
で
あ

る
が
、
斯

る
財

の
必
要
的
憤

値
は
、
競

箏

に
し
て
完
全

に
作
用
す

る
限

わ
、
同

時
に
最
高
憤
値

(寓
9
×
一ヨ
=
§

<
巴
器
)

を
な
す

も

の

で
あ

る
。
何
と
な

れ
ば
、
通
常
以
上
の
利
潤

を
生
じ

つ
、
あ

る
事
業

に
向

つ
て
は
、
他
よ
う
資
本

。
勢
働
が
流

入
し

、

供
給
壇
加
を
結

果
す

る
π

め
、
利
潤
を
少
く
し
、
斯

く

の
如
く
し

て
常
に
耶
均
せ
ら

る

＼
傾

向
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
及
び

り
ヵ

ー
ド

ー
の
所
謂
、
自
然
領
値

(
叉

は
自
然
偵
格
)
が
即
ち

之
で
あ

る
。

か
く

て
、
無

限

に

塘
加
し
得

る
財

に
就

て
は
永
久
的
に
は
需
要
供
給

の
原

則
は
、
最
早
作
用

し
得

な

い
。
需
要
供
給
は
、
輩
に
、
供
給

を
攣
化

し
得

な

い

一
時
的

の
間
に
限

つ
て
償
値
を
決
定
す
る
に
過
ぎ

な

い
の
で
あ

る
。

而
し
て
、
生
産

費
を
高

め
る

Z
と
な
く
無
限

に
壇
加
し
得

る
財

の
慣

値
は
、
生
産

に
よ

つ
て
定

め
ら
れ

る
。
此

の
生
産
費

に
よ

つ
て
決
定
せ
ら
る

る
便

値
が
、
需
要

供
給

を
愛

動
せ
し
め
て
行
く

の
で
あ

る
。

第

三
の
揚
合

は
、
牧
穫
遍
減

の
法
則

に
支

配
せ
ら

る

＼
財

の
債
値

で
あ

つ
て
、
例

へ
ば
農
産
物

の
如
き
其

の

一
例

で
あ
る
。
此

の
種

の
財

に
在

つ
て
は
、
最
も
不
利
な
る
條
件

の
下
に
生
産

せ
ら

れ
π
る
財

の
生
産

費
が

、
他

の
総

べ

て
の
優

位
に
あ

る
も

の

＼
慣
値
を
決
定
す

る
の
で
あ

る
。

如
上

の
説
述

に
依

つ
て
知

る
所

は
要
す
る
に
次
の
黙
に
在
る
。
財

の
債
値
は
、

一
時

的
に
は
需
要

供
給
關
係

に
よ

ミ
ル
に
於
け
ろ
便
値
並
に
貨
幣
の
観
念

四
五

一
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五
二

つ
て
決
定
せ
ら
れ
、
永
久
的

に
は
、
生
産
費

に
よ

つ
て
決
定

せ
ら

る

＼
。
然
ら
ば
、
謂
ふ
所

の
生
産

費
と
は
如
何
な

る
組
成
を
有
す

る
竜

の
か
。
之
が

吾

々
の
次

い
で
聞
か
ん
と
欲
す

る
所
で
あ

る
。

生
産
費

の
第

一
を
成

す
も

の
は
、
先

づ
勢
働
で
あ
る
。
勢

働
に
は
直
接
的

の
竜
の
と
、
原
料
等

に
投
ぜ
ら
れ
π

る

間
接

的

の
も

の
と
を
含

め
ね
ば
な
ら
な

い
(註
入
)。

第

二
は
賃
銀
で
あ

る
。
賃

銀
が
生
産
費

を
成
す
揚
合
は
、
賃

銀

の

一
般

的
な
る
高
低
で

は
な
く

て
、
相

封
的
な

る

場
合

に
限

る
。
詳
言
す
れ
ば
、

一
般

的

に
影
響
す

る
賃
銀

の
高
低

は
、
絡

べ
て
の
財
に
同

一
影
響
を
與

ふ
る
が
故
、

相
互

の
交
換
慣
値
に
は
、
何
等

の
愛

化

を
來

さ
な

い
か
ら
で
あ

る
。

第

三
に
は
利
潤
で
あ
る
。

輩

に
利
潤
と
稻

す
る
も
、
其

の
中

に
は
、
自

ら

二
種

の
性
質
相
異
な
る
竜
の
あ
る
を
認

め
ね
ば
な
ら
な

い
。

一
は
資

本
主

の
節

欲

に
劃
す

る
報
酬
で
あ
り
、

二
は
原
料

の
生
産
者
が
、
そ

れ
に
轄
嫁

せ
し
め

π
る
彼

の
利
潤

を
、
買
手
が
支
彿

ふ
も

の
是
で
あ

る
。

而
し

て
利
潤
が
生
産
費

の

一
部

を
組
成

し

て
る

こ
と
は
、
同

一
勢
働
量

の
成

果
が
、
必
ず

し
も
総

べ
て
同

一
債

値
を
有
し
な

い
こ
と

に
よ

つ
て
容

易

に
看
取
す

る

こ
と

を
得

る
。

例

へ
ば
葡

萄
酒
は
、
時
間

の
経
過
と
共

に
、
そ

の
慣
値

を
壇
加
す

る
が

如
き

は
、
利
潤
に
よ
る
竜

の
と

言
は
な
け

れ

ば

な
ら
な

い
。
利
潤

も
亦
賃

銀
と
同
じ
く
、
一
般
的

壇
減

は
之
を
考
慮

に
入
れ

る
必
要

が
無

い
。
唯
特
殊
的

に
し
て
、

相
蜀
的
な
る
揚
合
、
例

へ
ば
、
利
潤

の
登

生
が
時
間
的
経
過

に
關
係
を

も
ち
、
而
し

て
、
そ

の
時

間
的
経
過

の
間

に
、



O

財

に
よ

つ
て
差
異
あ

る
が
如
き

揚
合

に
償

値
に
影
響

を
興

ふ
る
の
で
あ

る
。

第

四
に
は
、
差

別
的
租
税
が
債

値
に
影
響

を
與

へ
、
從

つ
て
生
産
費

の

一
要
素

π
る

乙
と
竜
、
右

に
叙
べ
π

る
と

同

じ
意
味

に
於

て
明
か
で
あ

ら
う
。
更

に
叉
、
原
料
が
稀
少
憤
値
を
有
す

る
も

の
で
あ

る
時
も
、
そ

の
鯨
分
な

る
慣

値

は
生
産
費

を
形
造

る

一
要
素

と
な
る
。

然
ら
ば
最
後

に
地
代
は
生
産
費

を
成
す
や
否
や
。
地
代

の
磯
生

は
生
産

に
於

て
、
牧
穫
逓
減
律
が
作
用
す

る
揚
合

に
在
る

乙
と

は
蝕

に
改

め
て
説
く

を
要
し
な

い
で
あ
ら
う
。
即
ち
之
が
問
題
と
な
る
は
、
嚢

に
叙

べ
π

三
種

の
生
産

の
中
、
第

三

の
場
合
で
あ

る
。
而
し

て
、
斯

る
財

の
債
値
は
、
生
産
條
件

の
最
も
劣

れ
る
も

の
に
よ

つ
て
決
定

せ
ら

る

＼
こ
と
も
既

に
述

べ
π
。
最

も
劣

れ
る
も

の
と

は
、
別
言
す

れ
ば
、
地
代

を
磯
生
し
な

い
も

の
に
外

な
ら

諏
。
故

に
地
代

は
、
生
産
費

を
形
成

し
な

い
乙
と
が
明

か
と
な
る
の
で
あ

る
。

曰
く

「
さ
れ
ば

地
代

は
、
農
産
物

の
領

値
を
決
定
す

る
生
産
費

に
は
、
全
く
含

め
ら
れ
な

い
・…
:
…
。

地
代
は
、
全
く

、
慣

値

の
原
因
で

は
な
く
し

て
、
特
権

の
値
で
あ

る
。
そ

の
特
権
と

は
、
最
も
條
件

の
劣

れ
る

土
地

の
生
産

物
以
外

の
も

の
が

(
土
地

の
豊

度

に
慮
じ

て
)
、
種

々
異
な

る
程
度

の
報
酬

を
受

け
得

る
特
構

で
あ

る

…
二
・:
。

さ
れ
ば
地
代

は
、
法
律

に
よ

つ
て
、
特

に
壇
加
せ
ら
れ

諏
限
蚕
、
消
費
者

に
樹
し
負
澹

と
な
ら
ず
。
從

つ
て
穀

ミ
ル
に
於
け
る
慣
値
並
に
貨
幣
の
観
念

四
五
三
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物

の
値

を

壇

加

せ

し

む

る

も

の
で

は

無

い
」
(
註
九
、+
)
。

(
註

一
)

(
註

二
)

(
註

三
)

(
註

四
)

(
註

五
)

(
註
六
)

四
五
四

〉
・
ω
邑

けF

妻

。
巴
爵

o
h
乞
9。
二
〇
冨

(巴
津
巴

ξ

O
§
§

冒
)℃
〈
o
ピ

H
`
ヒd
困
.
♂

oげ
8
H
メ

℃
・
い
0
9

}
.
QQ
.
冨
已
噛
即

冒
9
且
o
m
℃
℃
●
ホ
ド

回
げ
ζ
も
℃
・
轟
ω
S

斯
く
の
如
く
観
く

こ
と

に
よ

つ
て
、

ミ
ル
に
、

一
般
的
債
格
の
騰
落

な

る
こ
と
に
あ
れ

ど
も
、

一
般

的
債
値
の
増
減
な

る
こ
と
は

矛
盾
で

あ

る
こ
と
な
明

に
し

て

ゐ
る
o
前

者

に
、
貨
幣
の

儂
値

の
騰
落

に
外

な
ら
な

い
の

で
あ

ろ
。

「
A

に
、
B
及

び
C

の

一
暦
大
な

ろ
分
量

と
交
換

さ
れ

ろ
時

に
の
み
、
其

の
債
値
な
塘

加
す

ろ
。
其
の
揚
合

、
B
及

び
C

に
、
從

來

よ
り

も

少

い
A
と
交
換

せ
ら

る
。
組

べ
て
の
財
が
相

互
的

に
債
値
な
大

に
す

る
こ
と
は
不
可
能

で
あ

る
。
市
場

に
於

け

ろ
財
の
牛
歎
が

交
換

債
値

な

大
に
す

れ
ば

、
此
の
事
實

に
、
他

の
牟
鍛

の
財
の
交
換

債
値

の
下
落

な
意
味
す

る
o
斯

く
の
如
く
、
債
値

の
騰

貴

に
、

必
ず
他
方

に
下

落

な
豫
定
し

て
居

る
。
相
互

に
交
換

さ
れ

る
財
が
総

べ
て
債
値
な
大

に
し
、
叉
に
下
落
す

ろ
こ
と
の
能
き
な

い
こ
と
は
、
十

二
入
の
走
手
が

何

れ
も

一
着

に
な
り

、
叉
百
本
の
樹

木
が
何
れ
も
他

な
凌

駕
し

て
成
長
す

ろ
こ
と
の

不
可
能
な

こ
と

」
相
同

じ

い
」
(冨
ヨ

"
国
写
9
℃
ぽ
。・"

℃
・
ホ
O
)。

、

、

、

、

、

、

、

、

.

ミ
ル
が
考
察
す

ろ
債

値
及

び
債
絡

の
現
象

に
、
競

争
が
、
而
し

て
競
孚

だ
け
が
唯

一
の
作
用
者

で
あ

ろ
假
定
的

揚
合

に
於

け

る
も
の
で
あ

る
o
換
言
す
れ

ば
、

周
物

一
債
の
法

則
が

、
理
想
的

に
實
現

ぜ
ら
れ
て

る
揚
合

に
於

け

う
も
の
で
あ

ろ
o
然
乍
、
現
賓

に
、
慣
脅

・
偶
登
「

的

事
項

・
感
情
其

の
他

の
事
情

に
よ

つ
て
、

こ
の
假
定
的
胱
態

よ
り

逡

ざ
か
つ
て

ろ
。

「
総

べ
て
の
當
事

者
が
、
彼
自
身

の
利
盆

な
追
及
す

る
と
假
定
し
て
」
窃
毛

℃
。
巴
昌
四
曽
　

℃
碧
二
詔

侍o
鼠
パ
o
B
冨

o
h
子
Φ
マ

o
≦
巳

具
臼
窃
一)

と
冒
ふ
前

提
の
常

に
存

在
す

ろ
・
、と

に
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

(7
一
躍
一
闘
勺
幌一昌
O
凶喧
一〇
m"
℃
.
士

目)o

H
ぴ
二

噂
℃
9
奪
鉾

屍



(
註
七
)

(
註
入
)

ゐ(
註
九
)

(
註
+
)

H
三
島
も
や

轟
い
目
●

債
値

決
定

の
要
素

と
し

て
、
費

さ
れ
於

る
勢
働
為
重

要
覗
す

る
貼
は
、

ミ
ル
に
於

て
も
勢

働
債
値

翫

の
面
影

を
認
め

ろ
こ
と
が

出
來

ろ
。

而
し

て
、
之

に
、

リ
カ

ー
ド

ー
の
影
響

に
立

つ
も
の
な

る
、
㌧と
を
示
す

(空
$
a
9

国
ぎ
9
逗
甥
埴
℃
の
目◎。
)。

然

る
に

ミ
〃
は
、
勢
働
の
み

に
限

ら
ず

、
術
幾

多
の
要
素
な
掲
げ

る
こ
と

に
よ

つ
て
、
所

謂
生
産
費

観
な

る
も
の
に
厨
す

と
言
に
れ

ろ
の

で
あ

ろ
。

然
し
、
之

に
劉
す

る
筆
者

の
考

察
に
次

節

に
示
す

が
如
§

も
の
で
あ

ろ
。

}
.
ω
●
蜜
ヨ
博
団
ユ
昌
o
首
一霧
℃
℃
℃
.
ミ

悼
ー
い
.

ミ
ル
に
、
如

上
の
債
値
決
定
原
則

に
欝

し
て
、

二
個

の
例
外
な
認

め

る
。

わ

生

産
物
の

一
部
を

以

て
、
生
産
者
及
び
其

の
家

族
が
生
活
し
猶

蝕

剰
あ

ろ
揚
合

。
斯

る
農

業
勢
働

者

に
在

つ
て

に
、
こ
の
残
絵

生
産

(

物
な
生
産
費

よ
り

も
街
以
下

に
賓

却
す

る
こ
と
履

々
で

あ

る
。

勿
論

、

こ
の
場
合

と
雌

も
、
最

低
限
に

あ

つ
て
、
彼

が
必
需
品

の
購

入
、
及

び
地
代
の
支
彿

に
足

ろ
だ

け

以
上
な
得

る
に
非
れ
ば
手
放
さ
ぬ

の
は

言
ふ
ま
で

も
な

い
。

但
、
此

の
地
代

は
.
慣
脅

叉
は
土

地

借
用

に
劉
す

る
競
争

に
よ

つ
て
定

ろ
も
の
で
、

通
常

の
地

代
理
論

に
.
よ
る
も
の
で

は
な

い
。
故

に
、
か

」
ろ
地
代

に
生

産
費

の

一

要
素

と
成
ろ
o
而
し
て
、
農

業
者
の
絵

分
生
産

物
に

、
需
要
供
給

の
理
に
よ

つ
て
債
値

決
定

ぜ
ら

ろ

」
o
筆
者
な

以
て
す

れ
ば

、
此

の
場
合

の
塊

代
の
意
義
に
、
本
丈

に
言
ふ
が
如

き
地
代

で
は
な
く

て
、
軍

に
借
地
料

に
外
な
ら
な

い
と
解
す

ろ
が
愛

當
と

思
ふ
。

朗

奴
隷
勢
働
の
存
す

る
揚
合
。
奴

隷
を
使
用
す

る
爲

め

に
要
す

ろ
費

用
が
、

自
由
勢
働

者
な
雇
傭

す

ろ
費
用

よ
り
少
き
時
に

、
奴
隷
な

(

有
す

生
産
者

に
利
盆

が
あ

ろ
o
然

し
、
若
し
安
き
勢
働

が
総

べ
て
の
生
産
業

に
共

通

と
な
れ
ば

、
こ
の
利
釜
は
清
滅
す

る
。

一
一

8

ミ
ル
に
於
け
る
儂
値
並
に
貨
幣
の
観
念

四
五
五
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山ハ

前
節

に
示
し
た
る
が
如
も

、
ミ
ル
が
慣

値
を
論
ず

る
に
當

つ
て
は
、
「
幸

に
竜
慣

値

の
法
則

に
關

し
て
は
、
將
來
開

拓
す
べ
き

何
物
竜
残

さ
れ

て
居
な

い
」
と

、
極

め
て
樂
槻

的
態
度

を
探

つ
π
の
で
あ

つ
た
。
然

る
に
、

ミ

ル
が
此
の

如
く
揚
言
し

て
よ
り
、
僅

か
に
約

二
十
年

を
経

て
償
値
論

は
、

一
大
新
生
面
を
開
く

に
至

つ
π
。
今

日
勢
働
慣
値
説

と
相
劃

立
し

て
、
重
要
硯

せ
ら
る

＼
主
観
的
債
値
説
即
ち
限
界
敷
用
説
が

、

ジ

エ
ヴ
オ

ン
ス
、

メ

ン
ガ

ー
、
ワ

ル
ラ

等

に
よ

つ
て
唱

へ
ら

る

＼
に
至

つ
π

乙
と

即
ち
是
で
あ

る
。
.正
統

派
経
濟
學

の
債
値
説

に
共
通

な
る
態

度
は
實

に
其

の
客
観
的
立
場

に
在

る
。

而
し

て
、

ミ
ル
に
在

つ
て
も
亦
之

は
當
然

な
る
所
で
あ

つ
π
。
限
界
敷
用

の
観
念

か
、

ミ

ル
に
於

て
術
ほ
現
は
れ

て
居
な

い
消
息
は
、
有
名

な
る

ミ
ル
の
國
際
慣
値
説
を
観

れ
ば

一
雇
明

か
に
な
る
。
即
ち

、

ミ
ル
は
、
外
國
貿
易
螢
生

の
原
因
を
、
彼

の
比
較

生
産
費
説

に
求

め
る
。
而
し
て
、
此

の
揚
合
、
看

過
し
得

な

い

一

つ
の
重
大
な
る
假
定

は
、
貿

易
す

る
二
國

に
於

て
、

一
定

の
勢

働
と
資
本
と
を
投
ず
れ
ば

、
如
何
な

る
財
と
錐

も
、

、

生
産

し
得

ら
る

＼
と

言
ふ
こ
と
で
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
假
設
例

を
以
て
示
さ
う
。

今

、

一
定

の
勢
働
と
資

本
と
を
投
ず

る
時

、
甲
國

に
於

て
は
、
絹

二
輩
位
叉

は
小
姿

入
輩
位

を
生
産

し
、
乙
國

に

於

て
は
、
絹

三
軍
位
又

は
小
褻
十
入
輩
位

を
生
産

す
。
然

る
時
は
、
二
財

の
交
換
割
合
、
甲
國
で
は
絹

一
に
封

し
て

小
憂

四
、
乙
國
で
は
絹

一
に
劃

し
て
小
姿

六
と
な

る
で
あ

ら
う
。
甲
乙
雨
國
が
貿
易
を
開
始
す
れ
ば
、
比
較

生
産
費

の
理

に
よ

つ
て
、
甲

は
絹

、
乙

は
小
姿

を
生
産

し
、
相
互

に
交

易
す

る
。
而
し

て
、
交
換
割

合
は
、
絹

一
に
封
し
、



小
褒
四
乃
至
六

の
間

の

一
黙

に
定
ら

ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ

る
。
其

の
理
は
極

め
て
明
瞭
で
あ

つ
て
、
甲
國
若
し
其

の
提
供
す
る
絹

一
に
樹
し
、
乙
國

の
小
褒

六
以
上
を
要
求
す

る
と
す
れ
ば
、
乙
國
は
、
國
内

に
於

て
さ

へ
、
小
姿
六

に
劃
し

て
、
絹

一
を
求

め
ら
れ
る

の
で
あ

る
か
ら
交
易
を
欲

し
な

い
で
あ
ら
う
。

反
封

に
、
乙
國
が
そ

の
求
め
ん
と

す

る
絹

一
に
封
し
て
、
小
姿

四
以
下
を
提
供

せ
ん
と
す
れ
ば
、
甲

國
は
交

易
を
欲
し
な

い
で
あ
ら
う
。
從

つ
て
絹

一

に
劃
し

て
、
小
褒
四
乃
至
六
は
、
何

れ
も
其

の
交

換
比
率
が
決
定

せ
ら

る
べ
き
最
高

・
最
低

の
限
界

を
な
す
も

の
と

言

ふ
乙
と
が
能
き

る
。
然

る
に
、
此

の
理
論
が
成

立
ち
得

る
禿

め
に
は

、
甲
乙
何
れ
も
絹

・
小
褒

の
二
財

を
生
産

し

得

る

乙
と

が
敏
く

べ

か

ら

ざ

る
前
提
で
あ

る
。
然

る
に
、
事

實
、
貿
易

の
行

は
る

＼
多
く

は
、
其

の
國

に
於

て
生

産

し
得
ら

れ
な

い
財
を
目
的
と
す

る

乙
と
多
く

、
斯

く

て
は
、
以
上

の
如
き
交
換
債

値
決
定

の
限
界
が
存

在
し
な

い

之
と

＼
な
う
、
比
較

生
産
費
説

は
成

立
し
得

な

い
こ
と

＼
な

る
で

は
な

い
か
と

の
疑
問
が
生
ず

る
。

ク
ー
ル
ノ

ー
が

斯
説

に
加

ヘ
カ
る
論
難
は

正
に
此

の
黙
に
存
す

る
。
然

る
に
、

ミ
ル
を
擁
護

せ
ん
と
す

る

バ
ス
テ

ー
ブ

ル
は
答

へ
て

言

ふ
、
比
較
生
産
費
説
が
其

の
敷
果
を
有
す

る
の
は
、
各
種

の
財
が
、
各
國

に
於

て
生
産

し
得

る
場
合
に
於

て

讐
あ

る
。
若

し
、
何

れ
か

の
國

に
於

て
、
生
産

不
可
能
な

る
財
が
交

易
目
的
物
と
な
る
場
合

に
は
、
債
格

の
決
定
は
、
限

界
数
用

の
根
本

理
に
依

つ
て
な

さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
と
。

ミ
ル
を
擁
護
せ
ん
と
す
る

バ

ス
タ

ー
ブ

ル
の
企
て
は
、
反

つ
て
寧
ろ

ミ
ル
の
説

、
從

つ
て
叉
正
統
學

派

の
償
値
説

の
映
階
を
明
示
す
る

乙
と

に
な

つ
π
事

は
、
夙

に
上
田
博

士

ミ
ル
に
於
け
る
慣
値
並
に
貨
幣
の
魏
念

四
五
七
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が

之
を
指
摘

す
る
所
で
あ

る
(註
一
)。
之
を
要

す
る
に

ミ
ル
の
債
値
説

の
中
に
は
、
彼

以
後

に
於

て

一
大
螢
展

を
遂
げ

る
に
至

つ
π
主
観
的
慣

値
説

の
思
想
は
存
在
し
な
か

つ
た
事

が
明
に
な

る
の
で
あ

る
。

ミ
ル
は
慣

値
決
定

の
要
素
を
生
産
費

に
求

め
だ
所

よ
り
、
彼

の
學
説

は
屡

々
、
償

値
論
上

、
生
産
費
読

な

る
も

の

の
範
疇

に
含

め
ら
れ

る
。
而
し

て
論
者

、
往

々
に
し

て
慣

値

の
根
源
を
論
ず
る

に
當
う
、
需
要
供
給
説

、
或

は
生
産

費
説

の
勢

働
説

、
若

し
く

は
敷
用
説
等
を
並
列

に
置

い
て
論
評
を
加

へ
る
。
斯

る
論
者

が
、
生
産
費

説

に
封

し
て
加

へ
る
批

評

の
要
旨
は
次

の

一
黙

に
在

る
。
生
産
費
説

な
る
も

の
は
、
財

の
慣

値
が
、
生
産

に
要

し
π
る
費
用

に
よ

つ

て
決
定

せ
ら

る

㌧
と

云
ふ
も

の
で
あ

る
け
れ
ど
も
、
斯
く

の
如
き

は
何
等
慣

値

の
原
因
を
明

に
な
し
得

る
學
説
で
は

な

い
。
何
と
な
れ
ば
、
生
産
費

な
る
費
用

そ
の
も
の
が
、
既

に

一
つ
の
慣
値
を
な
す
も
の
で

あ

る
か
ら
、
徒
ら

に
循

環
論
と
な
う
終

つ
て
、
問
題

は
決
し
て
解
決
せ
ら
れ
π
も

の
で

は
な

い
と
。

若

し
、
生
産
費
を
以
て
、
償

値
の
根
源

を
説

明
せ
ん
と
す

る
も
の
な
ら
ば
、
筆
者

は
、
右

の
如
き
論
者

の
批

評
が

當
然

な

る
竜

の
で
あ

る
と
思
ふ
。
而
し
て
、
斯
く

の
如
き

立
揚
よ
b
生
産
費
説

を
観
察

す

る
限

り
に
於

て
は
、
慣
値

の
読

明
に
當

つ
て
、
殆
ど

一
顧

の
偵

だ
に
無
き

も
の
と
な
り
終

る
で
あ
ら
5
。
然
乍

、
筆
者

は
鼓

に
、
生
産
費
説

な

る
も

の
に
劉

し
て
、

一
つ
の
異
な

る
解
繹

を
試
み
尤

い
。
之

に
依

つ
て
、
生
産
費

説
を
ば
、
極

め
て
同
情
深
く
解
繹

し

て
見

た
く

思
ふ
。
其

の
解
繹
は
、
時

に
は
鯨
h
に
同
情

に
過
ぎ
、
時

に
は
蝕
う

に
囚

は
れ

禿
る
立
場

を
擁
護

す
る



へ

ぬ

ヘ

ヘ

へ

も

の
で
あ

る
か
も
知

れ

諏
け
れ
ど
も
、

一
つ
の
解
繹
と
し

て
蝕
に
公

に
す
る
を
許

さ
れ
た

い
。

惟

ふ
に
、
経
濟
學

上

の
慣

値
に
關
す

る
問
題
に
就

て
は
、

二
個

の
異

な

る
観
黙
よ
う
、
之
を
究

明
す

る

こ
と
が
出

來
る
と
思
ふ
。
其

の

一
は
、
償
値
そ

の
も
の

＼
根
源

を
窮

め
ん
と
す

る
も

の
、
換
言
す
れ
ば

、
憤

値
の
原
因

に
關
係

す

る
も

の
で

あ
う
、
其

の
二
は
、
慣
値

の
凝
動

を
観
察

せ
ん
と
す
る
も
の
即
ち
之
で
あ

る
。
從

っ
て
、
斯
く

の
如
く

領
値

に
劃
す
る
観
察

の
立
場
を
分

つ
時

は
、
莫
然

、
需
要

供
給
説

・
生
産
費
説

・
勢

働
説
及
び
敷
用
説
等

を
並
列

せ

し

め
て
論
評
す

る

こ
と

は
、
要
當

な
る
方
法
で
な

い
。
筆
者

を
以

て
す
れ
ば

、
本
來
、
需
要
供
給
説

、
及
び
生
産
費

説

は
、
贋
値
磯
生
の
原

因
を
示

さ
ん
と
す
る
竜

の
で

は
な
く

て
、
軍

に
慣
値

の
増
減

・
攣
動

を
示

さ
ん
と
す

る
も

の

で
あ

る
。
故

に
、
之
等
が
慣
値
そ

の
も

の
＼
根
源

に
就

て
繹
明
す

る
所
無

し
と
す
る
も
、
直

に
そ

れ
を
以
て
非

難
す

る
は
不
當
で

は
な
か
ら
う
か
。
若

し
、
生
産
費
説
が
非
難
せ
ら

る
＼
場
合
あ
り
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
慣
値

の
根
源

に
關
係

す

る
も

の
で

は
な
く

て
、
債
値

の
愛

動
に
關
係
す
る
も

の
で

な
け
れ
ば
な
ら

な

い
。
之
を
例
ふ
れ
ば

、
生
産

費
説

の
債

値
論
上
に
於

け
る
位
置

は
、
術

温
度
を
指
示
す

る
寒
暖
計

の
如
き
も

の
で
あ
ら
う
。
寒
暖
計

は
種

々
に
攣

化
す
る
温
度

の
高

さ
を
決
定
す
。
然
れ
ど

竜
、
之

に
よ

つ
て
外
氣

の
温
度

の
原

因
が
示

さ
れ
る
竜

の
で

は
な

い
。
氣

温

の
原

因

は
寒
暖
計

に
よ

つ
て
明
か
に
な

る
竜

の
で
は
な
く

て
、
全

く
異

な
る
研
究

を
必
要

と
す

る
。
故

に
、
寒
暖

計
は
、
氣
温

の
原

因
を
敷

へ
な

い
こ
と
を
以

て
非
難
さ
る
べ
き

理
由

を
有

π
瞭
。
若

し
非
難
さ

る
べ
き

黙
あ
り
と
す

ミ
ル
に
於
け
る
便
値
並
に
貨
幣
の
観
念

四
五
九
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れ
ば

、
其

の
示
す
所
が
氣
温
の
愛

動
と
相

一
致

す

る
や

否
や

の
黙

で
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
の
で
あ

る
。
筆
者

の
言
は

ん
と
欲
す

る
所

は
次

の
黙

に
在
る
。
生
産
費
説

は
債
値

を
説

明
す

る
上

に
於

て
全
く
要
當

な

る
學
説
で
は
な

い
か
も

知
れ
な

い
。
そ
れ
は
筆
者

も
認

め
る
。
唯
、
そ
の
批
剣

は
、
之
を
以

て
慣
値

の
原

因
を
解
明
し
得
な

い
て
ふ
黙

に
加

へ
ら

れ

て
は
な
ら

汲
こ
と
で
あ
る
。
批

剣
は
生
産
費

が

、
交
換
慣
値

の
高

さ
を
決
定
す

る
唯

一
の
要
素

な
b
や
否
や

の
黙

に
な
さ
れ
ね
ば

な
ら

澱
と
言

ふ
の
で
あ

る
。

そ

こ
で
進

ん
で
考

へ
る
。
財

の
債
値

の
高

さ
を
決
定
す
る
要
素
と
し

て
生
産
費

を
掲
げ

る
之
と
は
、
之
を
他
面

よ

り
観

れ
ば

、
償

値
漫
動

の
原

因
を
ぱ
、
財

の
供
給

側
よ
う

の
み
説

か
ん
と
す

る
も

の
で
あ

る
。
資
本
と
勢
働
と
を
塘

ナ

チ

ユ
ラ

ゆ
　
ヴ

ア
リ

ユ
ロ

ノ
じ

マ

ゆ
　
ヴ

ア
リ

ユ
コ

加
す
る
も
生
産
費

を
高

め
る
乙
と
な
く
生
産

塘
加
し
得

る
財

の
債
値
は
、
正
常
慣

値
叉

は
自
然
領
値

に
定
う
、
牧
穫

逓
減
律

に
支
配

せ
ら

る
＼
財

の
債
値
は
限
界

生
産

費

に
よ

つ
て
定

め
ら
る

㌧
と

言
ふ
場
合

に
も

、
之
等

は
総

べ
て
、

財

の
供
給
側

に
於

け

る
慣
値
決
定

の
要
素
で

あ
る
。
然
乍
ら
、
財

の
債

値
は
、
軍
に
供
給
者
側

の
み
の

一
方
的
事
情

に
よ

つ
て
定
ま

る
も

の
で

は
な
く

て
、
之
を
要
求

す
る
需
要
者

側
の
事
情

を
も
考
察

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ

る
。
此

の
需
要
者
側

に
立

つ
て
、
債
値

の
問
題

を
取
扱

は
ん
と
す

る
も

の
が
即
ち
限
界
敷
用
説
で
あ
る
。

限
界
敷
用
説

は
、
主
観
的

・
心
理
的
立
場
を
採

る
。

財

の
需
要
者

は
、
そ

の
求
む
る
財

の
檜
加
す
る
と
共

に
、
そ

れ
に
よ

つ
て
得

る
数
用
は
削
減
せ
ら
る
る
。
從

つ
て
、
そ

の
財
に
認

め
る
慣
値
が
漸
減

す
る
。
此

の
如
く
し

て
行

け



ぱ
、
塗

に
は
、
需
要
者
が
、
辛

じ
て
需
要

の
希
望

を
惹
き
起
す
黙
ま
で
低

減
し
て
行
く
で

あ
ら
う
。
此

の
黙

を
越
え

て
は
最

早
何
等

の
敷
用

を
も
駿
生

し
な

い
も

の
で

あ
る
か
ら
、
之
即
ち
限

界
黙

で
あ

つ
て
、
此

の
限
界
黙

に
於
け

る

敷

用
が
限
界
敷
用

叉
は
最
絡
敷
用

と
言

は
る

＼
も

の
で
あ

る
。

而
し
て
、
需
要
者

に
於

て
償
値
を
決
定
す
る
も
の
は
、

實

に
限
界

敷
用

に
よ
る
も
の
で
あ

る
と
な
す

の
が
主
観

的
慣
値
説

の
骨
子
で
あ

る
。

此

の
二
者

は
如
何
な

る
關
連
を
有
す

る
か
。

之
を
明
か
な
ら
し
め
る
爲

め
に
、
蝕

に
プ

ラ
イ

ス
の
言

ふ
所

を
援
用

し
や
う
。

即
ち
其

の
説
く
所
に
よ
れ
ば
、
費
手

の
側
に
於

て
は
、
生
産
費
が
慣
値
を
決
定

し
、
買
手
の
側
よ
b
す

れ

ば
、
限
界
敷
用
が
慣
値
を
決
定
す

る
。

曰
く

ノ
ロ

マ
ル
　プ

ラ
イ

ス

ゴ

「
正
常
債
格

に
影
響
を
興

へ
る
勢
力
は
、
或

は
責
手

の
側
よ
う

、
或

は
買
手

の
側

よ
う
考
察

せ
ら
る

＼
で
あ
ら
う
。

而
し
て
完
全
な
る
理
論

を
築

か
ん
と
す
れ
ば
、
其

の
各

々
の
側

に
於

て
、
別

々
に
求

め
得

π
る
結
果
を
綜
合
せ
し

め

ね
ば
な
ら
な

い
。

云

々
」
(註
二
)。

リ

ス
ミ
ス
に
依
つ
て
先
づ
指
摘
せ
ら
れ
控
る
慣
値
の
二
種
-

交
換
領
値
と
使
用
償
値
ー

の
中
、

ミ
ル
が
採

つ
て

以

て
考
察

の
封
象
と
し
た

の
は
前
者
だ

け
で
あ

つ
π
。
然

る
に
、
限
界
敷
用
値

に
依

る
も

の
は
、
そ

の
主
観
的
立
揚

よ
ゐ
、
主
と
し
て
後
者
を
採

っ
て
研
究
劃
象

と
し

π
の
で
あ

つ
た
。
而
し

て
プ

ラ
イ

ス
の
如
き

は
、
綜

合
的
態

度
を

探

つ
て
、

二
者
何

れ
に
も
具

理
の
存
す

る
も

の
あ

れ
ば
、

一
方

の
み

に
偏
す

る

こ
と
を
許

さ
ず

、

双
方

を
按
配
す
べ

ミ
ル
に
於
け
る
債
値
並
に
貨
留
の
観
念

四
山念
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き

こ
と
を
唱

ふ
る
の
で
あ
る
。

嚢

に
も
言

へ
る
如
く
、
憤
値
論

の
問

題
は
、
債
値
登

生

の
根

源

の
問

題

と
、
慣

値
憂

動

(
叉
は
慣

値

の
高
さ
決

定

)

の
問
題
と

の
二
つ
と
な

る
。
債
値
そ

の
竜

の

＼
本
質
、
即
ち
之
が
如
何

に
し

て
登
生
す

る
か
に
就

て
は
、
之

を

勢

動

に
求

め
る
方
法

も
あ

ら
う
。
之

を
欲
望
満
足

て
ふ
財
の
効
用
性

に
求

め
る
方
法
も
あ

ら
う
。
そ
れ
等

の
當

否
は

今

鼓

に
問
題
と
し
な

い
。
唯

、
少
く
と

も
、
交
換
債
値

と
し

て
の
高

さ
を
決
定

せ
ら

る

＼
場
合
に
は
、
需
要

側
叉

は

供
給
者
何

れ
か

一
方

の
事
情

-ー

例

へ
ば
生
産
費
と

言

ふ
が
如
き

の
み
に
よ
る
も

の
で

は
な
く

て
可

双
方

の
事

情

に
よ
る
も

の
な
の
で
あ

る
。

ミ
ル
も

、

一
時
的
な

る
慣
値

の
攣
動

は
需
要
供
給

の
關

係

に
依
る
と
論

じ
て
、
需
要

の
黙

に
も
燭

れ
π
の
で
あ
る
け
れ
ど
も

、
然

し
、
需
要
者
側
の
問
題

は
、
是

以
上
登
展

せ
し

め
ら
れ
ず

、
途

に
生
産

費
説

の
中

に
其

の
位
置

を
占

む
る
の
外
途
な

き

に
至

つ
π
も

の
で

あ
る
。

経
濟
償
値

の
問
題

は
、
輕
濟

理
論
中

の
難
關
で

あ

つ
て
、
現
在
と
蹉

も
解

決
せ
ら
れ
た
も

の
と

は
言

ふ

乙
と
が
能

き
な

い
。

ミ
ル
は
彼

の
先
人

の
説
き
し
所

に
満

足
し

て
、
既

に
曲
盤

さ
れ
だ
り
と
言

つ
π
が
、
反

つ
て
、
慣
値
論
上

の
錯
綜

は
、

ミ
〃'
以
後

に
至

つ
て
、
局

面
を
轄
換
し
、
論
議

の
舞
皇

を
現
出

せ
し

め
た
と
言

は
ね
ば
な
ら
な

い
の
で

あ

る
。
再

び
プ

ラ
イ

ス
の
語
を
以

て
す

れ
ば
、
ミ
ル
は
憤

値
説
に
於

て
も
、
彼

の
纒
濟

思
想
全
禮

の
傾

向
と
同

じ
く
、

過
度
的
で
あ

つ
π
の
で

あ
る
(註
三
)。



(
註

一
)

(
註

二
)

(
註
三
)

.上

田

貞
次

耶

博

壬

、

國

際

債

値

學

観

(
脛
濟

大
辟

書

)
。

憎
ユ
8
"
卜

昏

o
暴

三
稗
o
曙

o
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℃
o
ド

国
8
昌
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ロ

国
謁

討
乙

v
℃
℃
.
国9

1

N
・

一げ
匡
毒
唱
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=
N

,

四

貨
幣

の
問

題
に
移

る
に
當

つ
て
、
吾

々
は
先
づ

ミ

ル
の
貨
幣
概

念
を
説
明

し
て
置
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
貨
幣

の
本

質

に
就

て
は
、

ミ
ル
の
思
想
中
、
莫
然
乍
ら
、
今

日
の
所
謂

、
指
圖
諮
説
と
相
通

ふ
所
無

い
わ

け
で

は
な

い
け
れ
ど

も
(註
一
)
、
然

し
、
全
禮

の
思
想

の
根
底

と
な

う
、

一
貫
的
脹
理
を
な
し

て
居

る
竜

の
は
、
今

日
の
貨
幣

論
上

の
用

語

に
於
け

る
金
属
説

の
思
想
で
あ

る
。

貨
幣

は
如
何
な

る
事
情

よ
b
磯
生
す

る
に
至

つ
π
か

の
、
貨
幣
起
元
論

に
關
し

て
は
、

ミ

ル
も
、
・多
歎
學
者

に
よ

つ
て
採
用

せ
ら
れ

て
ゐ
る
物

々
交
換

の
不
便

に
基

く
て
ふ
思
想

に
依

つ
て
る
(
註
ご
)。
貨
幣

の
本
質

は
、
流
通
媒
介
物

(Ω
8
二
算

言
σq
暮

島
ニ
ョ
)
た
る
黙
に
在
ウ
と

ミ
ル
は
考

へ
る
。
從

つ
て
、
斯

る
流
通
媒
介
物

の
存

在
し
な

い
物

々
交
換

の
揚
合

に
は
、
異
う
控
る
種
類

の
償

値
を
秤
量
す

る
爲

め
の
共
通

尺
度
が
な

い
で
あ

ら
う
。
斯
く

て
は
、
交
換
が
圓

滑

に
行

は
れ
得

な

い
が
故

に
、
蝕

に
流
通

を
媒
介
す
べ
き
第
三
者

が
必
要

と

な
る

の
で
あ

る
。
斯
く

の
如
き

必
要

か

ミ
ル
に
於
け
ろ
侃
値
並
に
貨
幣
の
観
念

四
六
三
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四
六
四

ら

求

め
ら

る

＼
媒
介
物
は
、
次

の
三
性
質

を
有
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

ライ

分

割
性

(】】
<
凶ω凶σ
二
凶梓く
)

Mロ

一
般

に
需
要
あ

る
こ
と

((甲0
5
0
「9
一
飢
O
紛凶「O
)

Mハ

耐
久
性

(け
二
轟
σ
一=
受
)

(之
等

三
個

の
特
質
を
具
有
す
る
代
表

的
な
も

の
は
、
即
ち
貴
金
風

た

る
金

銀
で
あ

る
。
此

の
故

に
入
間

は
、
金

銀

を
貨
幣
と
し

て
採
用
す

る
に
至

つ
禿

の
で
あ

つ
π
。
金
銀
が
貨
幣
と
し

て
適
性
を
有

つ
乙
と

の
更

に
重
大
な
る
理
由

二

つ
あ

る
。
其

の

一
は
、
金
銀

の
償
値

の
安
定
な
る

こ
と
、
換

言
す

れ
ば
、
他

の

一
般
財
と
比
較

し

て
、
金
銀
は
比

較

的
に
其

の
慣
値
愛
動
す

る
乙
と
少

い
乙
と
で
あ

釦
、
其

の
二
は
、
品
質

の
均

一
性
之
で
あ

る
。
例

へ
ば
寳
石

の
如

き

は
、
耐
久

性
あ
り
且

つ

一
般

に
強
く

要
求
せ
ら

る

＼
も
の
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
品
質

に
著

る
し

い
差
異
あ

る
と
共

に
、
分
割
性

に
甚
だ
乏
し

い
儒

め
、
貨
幣

力
る
の
資
格

を
有
ち
得
な

い
と

ミ
ル
は
論
ず

る
。

(
註

一
)

}
・
oQ
・
寓
已
M
中

ぢ
o
首
げ
評

唱
.
轟
Q◎
N
・

高

垣
寅
次
耶

氏
、
貨
幣

指
圖
謹
説
の

主
張

と
そ
の
批

剣

(
商
學

研
究
、
第
四

巻
第
三
號

)
。

(
註

二
)

貨
幣
襲
生
の
起
元
な
物

々
交
換

の

不
便

に
求

め
ろ
こ
と
に
、
殆

ど
通
説

と
し

て
行

は
れ

ろ
所

で
あ

る
が
、
之

に
に
反
蜀

観
無
し

と
し
な

い
。

高

垣
寅
次
耶
氏
、
貨
幣

の
成
生
と
其

の
形
態

の
墜
遷

(
商
學
研
究

、
第

二
巻
第

一
號

)
。

同

.

上
、

ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
の
観

☆

る
貨
啓

理
論

(
商
學
研
究

、
第

三
巻
第

一
號

)。

.



な

謬
照

ぜ
ら
れ
衷

し
o

五

O

h貨
幣

の
概
念
を
右

の
如
く

に
解
く

ミ
ル
が
、貨
幣

の
慣

値
に
甥

し

て
は
如
何
な

る
態
度
を
持
す

る
か
。
先
づ
彼

は
、

貨
幣

の
慣
値

(<
巴
二
。
o
h
ヨ
9
δ
図
)

な

る
観
念

に
就

て
、
分
析
を
與

へ
、
異

な
る
二
個

の
観
念
を
示
す
。
そ

の

一
は

本
來

の
意
味
で
あ

つ
て
、
貨
幣

の
購
買
力
を
稽
す
。
從

つ
て
、
反
面

よ
う
之
を
言

へ
ば
、
物
慣
で
あ

つ
て
、

二
者

は

表
裏

の
關
係

に
立
ち

、
互

に
反
比
例
す

る
も
の
で
あ

る
。
其

の
二
は
、
商
取
引
上

に
於
け

る
用
語
で
あ

つ
て
、
此

の

揚
合

に
は
、
借

入
資

本
に
劉

し
て
支
彿

は
る

＼
報
酬

(
即
ち
利
子
)
を
ば
稽

す
。

而
し

て
、
蝕

に
問
題
と
す
る
の
は
、

前
者
π
る
貨
幣

の
購
買
力
に
外
な
ら
な

い
(註
}
)。

貨
幣

の
購
買
力
即
ち
蝕

に
所
謂
貨
幣

の
慣

値
に
就

て
、

ミ

ル
が
採

る
立
揚

は
、

一
言

に
し

て
端
く
せ
ば
、
嚢

に
も

言

へ
る
が
如
く
金
属
主
義
で
あ

る
。
詳
言
す

れ
ば
、
「
貨
幣

は

一
種

の
財
で

あ

つ
て
、
其

の
債
値

は
、
他
財

に
於

け
る

と
等

し
く
、

一
時
的

に
は
需
要
供
給

の
關
係

に
よ
う
、
永
久
的

に
は

(
孚

均
的

に
は
)
生
産
費

に
よ

つ
て
決
定

せ
ら

る
＼
」

の
で
あ

る
(註
二
)。

貨
幣

の
慣
値

は
、

一
時
的

に
は
需
要
供
給

の
關
係

に
よ

つ
て
決
定

せ
ら
る

㌧
。
貨
幣

の
供
給
と
は
、
人

々
が
提
供

ミ
ル
に
於
け
る
偵
値
並
に
貨
幣
の
観
念

四
六
五



商

學

討

究

第

一
巻

(
下
)

四
宍
六

せ

ん
と
す

る
貨
幣

の
分
量
で
あ

る
。

詳
し

く
言

へ
ば
、
人

々
が
保
藏

叉
は
留

保
せ
る
部
分
を
除

い
π
残
う

の
全
部
の

貨
幣

量
で
あ

つ
て
、
或

る

一
定

の
時

に
流
通
す
る
貨
幣

の
総
量

を
指
す
。
貨
幣

の
需
要
と

は
、
費
却

に
供

せ
ら
れ

る

財

の
総
量

よ
う
成

立
す
る
。
何
故
な
れ
ば

、
財

の
提
供
者
は
、
他
面
よ
り
す
れ
ば
貨
幣

の
買
手
と
な

る
か
ら
で
あ

る
。

右

の
如
く

に
考

ふ
れ
ば

、
財

の
需
要
供

給
と
、
貨
幣

の
需
要
供
給
と

の
關
係
が
明
白

に
せ
ら
る

＼
。
即
ち
ー
ー

財
に
封
す

る
需
要

は
、
貨
幣

の
供
給

で
あ
う
、

財

の
供
給

は
、
貨
幣

に
劉
す

る
需
要

と
な
る
(註
三
)。

此

の
如
き
關
係

よ
り
、
必
然

的
に
導

き
出

さ
れ

る
結
論
は
、
貨
幣
藪
量
説

に
外
な
ら
糠
。
即
ち
、
他

の
事
情

に
し

て

同

一
な
ら
ば

、
貨
幣

の
慣

値
は
そ

の
藪
量

に
反
比
例

の
關
係

に
立

つ
。
藪

量
塘
加
す
れ
ば
、
債

値
は
低
落
し
、
藪
量

、

減
ず

れ
ば

、
憤

値
は
塘
加

す

る
(註
四
)。

然
乍

、
輩

な
る
貨
幣

の
歎
量

は
、
其

の
流
通
上

の
藪
量

と
同

一
で

は
な

い
。
何
者
、
同

一
の
貨
幣
が
、
幾

同
も
用

ひ
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
而
し
て
、
此

の
事

は
財
に
就

て
竜
言
は
れ
ね
ば

な
ら
な

い
所
で
あ

つ
て
、
同

一
財
が
藪

同

實

買

の
目
的
物
と
な
る

の
で
あ
る
。
從

つ
て
、
今
若

し
、
財

の
数
量
と

、
之
が
轄
責

せ
ら

る

＼
同
籔

と
を

一
定

な
う

と

す
れ
ば
、
貨
幣

の
憤
値
は
、
貨
幣

の
藪

量
と
流
通

の
同
歎

と
に
依
存
す

と

言
ひ
得

る
の
で
あ

る
。
換
言
す

れ
ば
、

「
財
の
数

量
と
そ

の
取
引
同
藪

と
が

一
定

な
う
と
す
れ
ば
、
貨

幣

の
慣

値
は
、
其

の
数
量

に
、
流
通

の
速
度
を
乗

じ
π



も

の
に
比
例
す

る
L
。

而
し
て
、
「
流
遮

に
於

け
る
貨
幣

の
藪
量

は
、
責

却
せ
ら
れ
π

る
総

べ
て
の
財

の
貨
幣

的
評
慣

を
ば

、
流

通
速
度

に
て
除

し
π
る
も
の
に
等

し

い
」
(註
五
)
。

貨
幣

の
償
値

の

一
時
的
愛
動

は
、
右

に
叙
ぶ

る
が

如
く
、
需
要
供
給

の
關
係

に
よ

る
竜

の
で
あ

る
が
、
永
久
的
に

は
、
生
産
費

に
よ

つ
て
支
配
せ
ら
る

＼
。
舷

に
、

ミ
ル
の
金
属
説
的
立
場

が
最
竜
明
瞭

に
認

め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

即
ち
今
、
何
等

の
入
蔦
的

制
限
が
貨

幣

の
数
量

を
左
右
せ
ず

、
自
由
鋳
造

が
行
は
る

＼
と
假
定
す
れ
ば
、
貨

幣

の
慣

値

は
、
そ

れ
が
形
造
ら
れ
て
ゐ
る
材
料

π
る
地
金
銀

の
償

値
と

一
致
す

る
。

而
し

て
、
地

金
銀

の
債

値
は

一
般
財
と

等

し
く
生
産

費

に
よ

つ
て
決
定
せ
ら

る

＼
が
故

に
、
貨
幣

の
慣

値
竜
亦
永
久
的

に
は
生
産
費

に
よ

つ
て
決
定

せ
ら

る

る

こ
と

＼
な

る
(註
六
、七
)。

貨
幣

の
慣

値

に
關
す

る

・、
ル
の
説
は

、
凡
そ
上
述
す

る
が

如
き
も

の
で
あ

る
。
之

に
よ

つ
て
明
か
な
る

こ
と
は
、

其

の
慣

値
観
念
が

一
般

財
に
於

け
る
も
の
と
何
等

の
差

別
な
き

こ
と
で
あ

る
。
筆
者

は
本
稿

の
前
段

に
、

ミ
ル
の
慣

値
論

一
般

を
紹
述

し
π
が

、
そ

の
説
き
方
は
、
貨
幣

に
於

て
竜
其

の
ま

＼
適
用

せ
ら
れ

て
居
る
の
で
あ

る
。

之

・・、
ル

は
、
結
萄

に
於

て
、
貨
幣

も
亦

一
種

の
財
に
外
な
ら
な

い
と
言

ふ
根
本
思

想
を
擁
す

る
が
π

め
で
あ

る
。

貨
幣

を
財
な

り
と
實
燈
的

に
観
察
し

、
財

の
慣
値

は
生
産

費

に
よ

っ
て
決
定

せ
ら

る

、
が
故

に
、
從

つ
て
貨
幣

の

債

値
も
亦
、
之
を
形
造

る
素
材

の
債
値

に
よ

つ
て
定

め
ら
れ

る
と
言

ふ
金
風
學
説
を
探

る
限

り
、
貨
幣

の
慣
値

に
關

ミ
ル
に
於
け
ろ
侃
値
並
に
貨
幣
の
観
念

四
六
七
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し

て
も
、
之
を
購
買
力
と
解
繹
す

る
以
上

の
考
察

は
行
は
れ
な

い
の
が
常
で
あ
る
。
然

る
に
現
在

、
貨
幣

本
質

理
論

上
の
問
題

は
、
金
厨
學
説

と
名

目
學
説
と

の
封
立
で
あ

つ
て
、
而
竜

一
般
傾
向
と

し
て
は
、
後
者
が
前
者

を
歴

倒
し

つ
＼
あ
り
と
観

る

乙
と
が
能
き
や
う
。
而
し

て
名
目
説

の
立
場

に
立

つ
時

は
、
貨
幣

の
債
値

な
る
親

念
に
關
し

て
、

更

に

一
歩
進

め
尤
考
察

を
試
む
る

こ
と
が

必
要

と
な
る
。
何
と
な
れ
ば
、
名

目
説

を
探

る
人

々
の
間

に
は
、
貨
幣

の

償

値
を
否
定

せ
ん
と
す
る
者
が
あ

る
か
ら
で
あ

る

.
素
材
債

値
を
以
て
、
直

に
貨
幣

の
債
値
と
な
し
、
而
し

て
、
三

轄

し
て
之
を
貨

幣
の
購
買
力
と
な
す
金
腸
説

に
於

て
は
、
貨

幣
自
燈

の
儂
値
な

る
観
念
と
其

の
購
買
力
な

る
観

念

は

同

一
と

せ
ら

る

＼
か
ら
で

、
之
等

二
個

の
観
念

の
間
に
は
間
隙
が

有
う
得

な

い
。
然

る
に
名
目
説

に
在

つ
て
は
、
筆

者

を
以

て
す

れ
ば
、
之
が

必
ず

し
も

一
致

す
る
観
念
で
は
無

い
こ
と
を
認

め
ざ
る
を
得
な

い
も

の
で
あ
る
。

否
、
進

ん
で
論
ず

れ
ば
、
此

の
間
隙
あ
れ
ば

こ
そ
、
名

目
説
が
金
騒
説

に
封
立
す
る
意
義

一
履
聞
明

せ
ら

る

＼
と
思

は
れ
る
。

蓋

し
、
貨
幣

の
購
買
力
と

は
、
貨
幣
と
財
貨
と

の
交
換
關
係

に
於

け
る
現
象
で
あ

る
か
ら

、
如
何
な

る
學
説

を
探

る

と

す
る
竜
常

に
存
在
す

る
も

の
で
あ

る
。
然

る

に
貨
幣

の
慣

値

に
至
れ
ば
、
名
目
説

を
採

る
入

は
、
素
材
慣
値
な
る

観
念
を
最

も
勇
敢
に
樋
棄

す

る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
他

に
之
を
求
め
ね
ば

な
ら
な

い
。
或

は
、
然

ら
ざ
れ
ば

、
何

等

か
異

な
る
解

繹
を
與

へ
ね
ば
な
ら
な

い
。
蚊

に
於

て
か
、
貨
幣

の
慣
値

は
、
そ

の
端
く
す
所

の
…機
能

に
存
す
る
と

論
ず

る
機
能
慣
値
論
が
登
生
す

る
。
之
は
、
貨

幣

の
慣
値

を
ば
素

材
慣
値
以
外
の
何
物

に
か
求

め
ん
と
す
る
立
場

の



現
は
れ
で
あ

る
。
然

る
に
他

の
學
者
は
、
貨
幣
そ

の
も

の
㌧
債
値

は
絶
封

に
之
を
否
定

す

る
。
謂

へ
ら
く
、
貨
幣

の
貨

幣

た
る
本
質

は
、
そ
れ
が
抽
象
的
償
値

軍
位

と
し

て
、
而
も

、
総

べ

て
の
領

値

の
公
分

母
た
る
所

に
な

け
れ
ば

な
ら

な

い
。

即
ち

一
般

的
慣

値

の
軍
位

力
る
所

に
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
若

し

、
此

の
軍
位

π

る
べ
き

も

の
に
慣

値
あ
う

と
す
れ
ば
、
そ

の
慣
値

を
測

る
べ
き
他

の
軍
位

あ
る

こ
と
を

必
要
と
し
、
斯

く

て
は
、
貨
幣

が

一
般

的
慣
値

の
軍
位

な
る

こ
と

は
失

は
る

㌧
に
至

る
で
あ
ら
う
。
從

つ
て
、
貨
幣

そ

の
も

の
に
は
債
値
な

し
と
言
は
ね
ば
な
ら
な

い
と
。

之

は
、
貨
幣

の
慣

値
を
何
等
か
に
求

め
ん
と
す
る
努
力
を
腰
し

て
、
全
く
異

な
る
解
繹

を
與

へ
ん
と
す
る
立
場

の
現

は
れ
で
あ

る
(註
八
)。
筆
者

は
、
ミ
ル
の
貨
幣

の
債
値

に
關
す

る
観
念
を
明

に
し
、
次

い
で
、
之
が
、
今

日
の
貨

幣
理

論
よ
り
す
れ
ば
、
如
何

な
る
位
置
を
占

む
べ
き

竜
の
な
る
か
を
、
上
述
す

る
所

に
よ

つ
て
大
禮
端
く
し
た
と
思
ふ
。

さ
れ
ば
、
貨

幣

の
債
値
な
る
問
題

に
就

て
、
更

に
論
議
を
開
陳
す

る
こ
と

は
舷

に
は
必
要
無

い
で
あ
ら
う
。
唯

、

一

言
筆
者

の
思

ふ
所
を
添
ふ
れ
ば
、
貨
幣

の
慣
値

て
ふ
観
念
も
、
要
す

る
に
、
何

を
捕

へ
て
斯

く
繕
す

る
か
と

の
問
題

に
蹄
す

る
の
で

は
な
か
ら
う
か
。

一
が
貨

幣

の
蜴
す
所

の
機
能

を
捕

へ
て
、
之

こ
そ
貨

幣

の
慣
値

な
b
と
言

ふ
。
他

は
之
を

目
し
て
吾

人
は
、
か

＼
る
竜
の
に
領

値
な
る
稽

呼
を
與

へ
ず

と
言

ふ
。
貨
幣

の
償
値

な
る
観
念

を
ば
、
如
何

に
繹
く

か
に
よ

つ
て
、
或
は
肯

定

の
立
揚
と
な
う
、
或
は
否
定

の
立
揚
と

な
る
の
で
は
あ
る
綾

い
か
と
、
秘

か
に
想

ふ
。

ミ
ル
に
於
け
る
便
値
並
に
貨
幣
の
観
念

四
六
九
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金
属
説
が
素

材
慣

値
を
以
て
、
貨
幣

の
慣
値

の
源
泉
と
す

る
黙
は
、
ミ
ル
に
於

て
も
、
既

に
叙
ぶ

る
所

よ
血
し

て
、

容

易
に
之
を
看

取
し
得

π
で
あ
ら
う
。
貨
幣

の
債
値

は
永
久
的

に
は
、
貴
金
属

の
生
産
費

に
よ

つ
て
定
る
と

ミ

ル
は

ナ

チ

ュ
ラ

ゆ
　
ヴ

ア
リ

ユ
ロ

言

ふ
。
而
し
て
、
貴

金
属

の
生
産

は
、
股
穫
遍
減
律

に
支
配

せ
ら

る

＼
も
の
で
あ
る
が
故

に
、
そ

の
自
然
慣
値

は
、

永
き
時

に
於

て
は
、
最
も
生
産
條
件

の
劣

れ
る
鑛
山

よ
り
生
産
す
る
に
要
す

る
生
産
費

に
よ

つ
て
決
定

せ
ら

る

㌧
こ

と

＼
な

る
。
之

、
先

に
示

し
π
る

一
般
領
値
法
則
と
全
く
同

一
で
あ
る
。
金
属
説
的

思
想
は
、
鼓
に
至

つ
て
殊

に
瞭

然

力
る
も

の
あ

う
と
言

ひ
得

る
で
あ
ら
う
。

ミ
ル
の
立
場
は
金
属
説
で
あ
る
。
從

つ
て
、
今

日
金
属
説

に
劃
し
て
加

へ
ら
る
べ
き
藪

々
の
攻
難

は
、

ミ
ル
も
亦

之

を
受

け
る

の
責
任
を
分
π
ね
ば
な
ら
な

い
。
貴
金
属

の
生
産

費
が
貨
幣

の
慣
値
を
定

め
る

の
で

は
な

い
。
反
封

に
、

貨
幣

の
慣
値
が
貴
金
厨

の
債
値
を
決
定
す

る
の
で

あ
る
。

ミ
ル
の
如
き

は
正
し
く
其

の
本
末
を
誤

つ
π
も

の
で

あ
る

と
な
す
名
目
読

の
反
劃
は
そ

の
最
π
る
も
の
で
あ
ら
う
(註
九
)。

而
し

て
、
金
属
説
が
、
貨

幣
理
論
上
に
於

て
、
其

の

地
歩
を
失
ふ
に
至
る
限

釦
、
此

の
倒
壊

は
、
等
し
く

ミ
ル
の
貨
幣

理
論

を
も
、
相
率

ゐ
て
其

の
運
命
を
共

に
せ
し

む

べ
き
も
の
な

の
で
あ

る
。

(
註

一
)
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Hげ
罫

℃
℃
・
轟
£
げ

爾
、
貨

幣
の
流
通
遽

度
と
に
、

ミ
ル
に
よ
れ
ば
、

一
定
時
間
内

に
、
貨

幣
が
、

そ
の
所

用
者
な
墜

ず

る
同

数
で
は
な
く
て
、

一
定

量
の
取

引

を
生
ず

ろ
穴
め
に
貨
幣
が
所
用
者
な
墜
更
す

る
同

鍛
を
言
ふ
。

他

の
語
な
以

て
す
れ
ば
、
「
貨
幣

の
数

程
」
(国
田
9
9
受

。
h
言
o
器
巳

で

あ

る
と
冒

ふ
。

(
註
六
)

一
び
一島
"
℃
℃
●
い
8

i
い
9
.

(
註
七
)

ね

金
銀

二
種
な
本

位
と
す

ろ
複

本
位
制
度

に
就

い
て
は
、

ミ
ル
に
、

二
者
の
比
奪
關

係
ぶ
重

要
問
題

な

ろ
こ
と
為

指
摘
す
。

而
し
て
、

(

此
の
結
果
に
、
若
し
金

が
銀

よ
り
も
地
金
債
値
な
高

め
れ
げ

、

・-。

債

務
者

に
銀

の
み
で
支
彿
な
な

し
、

焦

金
貨
は
容
解

ぜ
ら

る

N
に
至
り

、

結

局
、
輩

本
位

と
な
り
終

る

べ
匙

こ
と
な

叙

べ
て
居

る
。

の

貨

幣
の
中
、

不
換

紙
幣

に
就

て
は
、
そ
の
流

通
の
基
礎
な
協
約

(0
8
〈
。
ロ
ニ
8
)

に
あ
り

と
な
す

も
、

ミ
ル
の
貨
幣
本
質
論

が
金
届

(

主
義
な
れ

ば
、

不
換

紙
幣

に
に
甚
だ
同
情

が
無

い
。

(
註

八
)

貨
幣

の
債
値

に
關

す

ろ
貨
幣
學

者
の
立

揚

に
就

て
に
、
本
誌
前
號

(
第

】
巻
上
冊
)
に
掲
げ
ら
れ

穴

る

丙
・
客
マ
目
巴
興

の
丈

(
大
野
純

一
氏
課
、
貨
幣

の
債
値

と
鍛
量

訊
)
を

塗
照

せ
ら
れ
六

い
。

ミ
ル
に
於

け

ろ
債
値

並
に
貨

幣
の
魏

念

四
七

一
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